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神
か み

様
さ ま

の愛
あ い

を分
わ

かち合
あ

う
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モ
ン
テ
ィ

タイスはどうしたらいいのか分
わ

かりませんでしたが，助
たす

けたいと思
おも

いました。

びました。
クラウディアは顔

かお

をしかめ，首
くび

を横
よこ

にふりました。「ちこく
するよ。」

タイスが何
なに

か言
い

う前
まえ

に，クラウディアは行
い

ってしまいまし
た。

タイスは小
ちい

さな女
おんな

の子
こ

を見
み

つめました。 5 才
さい

くらいです。
顔
かお

をひざの間
あいだ

にうずめ，両
りょう

手
て

で顔
かお

をおおっています。
タイスはその子

こ

のとなりにすわりました。女
おんな

の子
こ

は少
すこ

しず
れました。
「大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

？」タイスはそっとたずねました。
女
おんな

の子
こ

は答
こた

えません。タイスはどうしたらいいのか，何
なに

を
言
い

えばいいのか分
わ

かりませんでした。
次
つぎ

に，「何
なに

かできることはあるかしら？」とたずねました。
女
おんな

の子
こ

はかたをすくめました。

「わたしはタイスよ。あなたのお名
な

前
まえ

は？」
ついに女

おんな

の子
こ

は顔
かお

を上
あ

げてタイスを見
み

ました。「ニコ
ル。」
「ニコル，どうして泣

な

いているの？」
「わたしが太

ふと

ってるってみんながからかうの」と，ニコ
ルは泣

な

きながら言
い

いました。
タイスはニコルの顔

かお

をふいてあげました。「それは悲
かな

しいわね。人
ひと

がどう思
おも

うかなんて関
かん

係
けい

ないよ。」
「わたしはかわいくないって言

い

うの。」
「それはみんなが間

ま

違
ちが

っているわ！」タイスはほほえみ
ながら言

い

いました。「あなたはとてもかわいいし，とて
も特

とく

別
べつ

なのよ。知
し

ってた？」
タイスは初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の大
だい

好
す

きな歌
うた

の一
ひと

つを思
おも

い出
だ

しまし
た。何

なに

を言
い

えばいいのか，今
いま

は分
わ

かります。

「あなたは神
かみ

様
さま

の子
こ

供
ども

なのよ」と言
い

って，タイスは女
おんな

の子
こ

の手
て

を取
と

りました。
タイスはニコルと少

すこ

し話
はなし

をしました。ニコルが天
てん

のお父
とう

様
さま

やニコルの家
か

族
ぞく

，そしてニコルのことをとても愛
あい

しているた
くさんの人

ひと

々
びと

にとってどれほど大
たい

切
せつ

かを説
せつ

明
めい

しました。少
すこ

し
ずつ，ニコルに笑

え

顔
がお

がうかんできました。
数
すう

分
ふん

後
ご

，ニコルは立
た

ち上
あ

がるとタイスをぎゅっとだきしめ
ました。「ありがとう！」と，ニコルは言

い

いました。
タイスは，新

あたら

しい友
とも

達
だち

がにこにこして走
はし

っていくのを見
み

て
いました。ニコルが元

げん

気
き

になり，自
じ

分
ぶん

がどれほど神
かみ

様
さま

から愛
あい

されているかを知
し

るのを助
たす

けることができて，良
よ

い気
き

持
も

ちが
しました。

そしてタイスもぱっと立
た

ち上
あ

がりました。わたしもニコル
みたいに走

はし

らないと，算
さん

数
すう

の時
じ

間
かん

にちこくしちゃうわ！ そう
思
おも

い，笑
え

顔
がお

で教
きょう

室
しつ

に急
いそ

ぎました。●

キャロライナ・マルドナード
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

このお話
はなし

はボリビアでの出
で

来
き

事
ごと

です。

暑
あ つ

い午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

のことでした。タイスと友
とも

達
だち

のクラウディア
は，おしゃべりして笑

わら

いながらサッカー場
じょう

を横
よこ

切
ぎ

って
歩
ある

いていました。体
たい

育
いく

の授
じゅ

業
ぎょう

が終
お

わったところで，次
つぎ

は算
さん

数
すう

があります。
年
ねん

少
しょう

の子
こ

供
ども

たちは休
やす

み時
じ

間
かん

をすごしていました。タイスは
かれらが遊

あそ

ぶのを見
み

ていました。
すると小

ちい

さな女
おんな

の子
こ

が一
ひと

人
り

で階
かい

段
だん

にすわっているのが見
み

えました。近
ちか

づくと，その子
こ

は泣
な

いていました。
タイスは手

て

をふって，クラウディアを女
おんな

の子
こ

のところへよ


